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あらまし：本研究では，子ども食堂を訪れる小中学生に対して，対面とオンラインを併用して教育支援を

行う大学生の認識の変化について，「教育支援のイメージ」，「支援対象となる児童生徒のイメージ」，「児

童生徒への対応」の３つの観点に着目し，自由記述による対応分析で追究した．その結果，教育支援前の

大学生の各イメージは，自身の経験や大学での学びで得た知識をもとに語っていた．しかし，教育支援後

には，小中学生の状況を明確に理解し，具体的な教育支援の在り方について述べていることが分かった．  
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1. はじめに 
子どもを取り巻く課題は，社会や家庭の変化によ

り複雑化・多様化している（１）．ボランティアで子ど
もと直接関わった大学生は，子どもへの理解，対応
や関わり方に変化が生じる（２）．だが，COVID-19 の
影響もあり，対面とオンラインを併用した教育支援
が求められる．この支援の方法で大学生の認識にど
のような変化が生じるかを明らかにすることは，今
後の支援の在り方に示唆を与える点で重要と考える． 
そこで本研究では，オンラインと対面を併用して，

大学生が小中学生の教育支援を行う．そして，教育
支援に対する大学生の認識の変化を，教育支援の前
後の自由記述から明らかにすることを目的とする． 

 
2. 概要 
2.1 対象 
事前調査：沖縄県の学生（対面）が 6 名，都内の

学生（オンライン）が 12 名の計 18 名． 
事後調査：沖縄県の学生が 6 名，都内の学生が 9

名の計 15 名． 
2.2 期間 
小中学生への教育支援は 2021 年 7 月 9 日～12 月

24 日の期間に合計 19 回行った．後述の「教育支援
に関する自由記述」は，事前調査を 2021 年 6 月 13
日〜８月 13 日，事後調査を 2021 年 12 月 25日〜１
月６日の間に Web にて記述を求めた． 
2.3 活動内容 
 沖縄県A市の子ども食堂を訪れる小中学生を対象
に，上述した期間において，毎週金曜日の
16:30~17:30 に各教科の学習支援を，17:30~18:30 に
調理や工作などの活動を行った．具体的なオンライ
ンによる教育支援の在り方として，各教科の学習支
援では小中学生の質問に答えたり，計算の習熟を図
ったりした．調理や工作は，同じテーマに取り組み，
ビデオや音声を介して交流を深めた． 

3. 分析方法 
 教育支援に関する自由記述は，「教育支援のイメー
ジ」，「支援対象となる児童生徒のイメージ」，「支援
対象となる児童生徒への対応」の 3 つの観点で求め
た（２）．各回答結果は，教育支援の事前と事後の特徴
を分析するために，最小出現数を２，最小文書数を
１とする対応分析を KH Coder 3 で行った． 
4. 結果と考察 
4.1 「教育支援のイメージ」に関する自由記述 
図１は「教育支援のイメージ」の対応分析の結果

を示す．対応分析の結果，「機会」「学習」「関係」の
用語が，事前の特徴語として抽出された．自由記述
を見てみると，「教員でも親でも友達でもない斜めの
関係の構築」「勉強の機会や場を提供」の記述が認め
られた．これらから，事前では，教育支援のイメー
ジを教育支援の目的である関係の構築や勉強の機会
の提供と捉えている大学生の存在が明らかになった．  
事後の特徴語として，「成長」「将来」が抽出され

た．例えば「児童生徒の将来に何か良い影響がある
ならそれは教育支援になる」の自由記述が得られ，
小中学生の成長や将来に目を向けている大学生の存
在が明らかになった．これらの知見から，教育支援
を体験で，「教育支援のイメージ」が教育支援の目的
から小中学生の将来を意識した捉え方に変化するこ
とが期待できる． 
4.2 「支援対象となる児童生徒のイメージ」に関す

る自由記述 
図2は「支援対象となる児童生徒のイメージ」の対

応分析の結果を示す．事前の特徴語として「貧困」
「困難」などが抽出された．自由記述を見てみると
「経済的理由により学習困難を抱えている児童生徒」
の記述が認められた．このことから，事前では子ど
も食堂を訪れる貧困を抱えた小中学生のイメージを
回答する者が存在することが分かった． 
事後の特徴語として「活動」「苦手」などが抽出 
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図１ 対応分析の結果（教育支援のイメージ） 

 
 
図２ 対応分析の結果（支援対象となる児童生徒 

のイメージ） 

 
図３ 対応分析の結果（支援対象となる児童生徒へ

の対応） 

された．自由記述には「苦手意識やネガティブな
イメージを持つ児童生徒が多い」の記述が認めら
れた．この知見から，対面とオンラインのどちら
であっても，教育支援を体験すれば，支援対象の
イメージが具体的になることが考えられる． 
4.3 「支援対象となる児童生徒への対応」に関する

自由記述 
図3は「対象となる児童生徒への対応」の対応分析

の結果を示す．事前の特徴語として「取り組む」「楽
しむ」が抽出された．自由記述では「一緒に楽しむ
という気持ちをもって取り組む」の記述が認められ
た．したがって事前では，教育支援を通して小中学
生とかかわりを深めようと考えている者が存在する
ことが分かった． 
一方，事後の特徴語として「促す」「話しかける」

が抽出された．自由記述を見てみると「可能な限り
多くの学習環境に参加させるよう促すこと」「１人で
つまらなそうにしている児童生徒には話しかける」
の記述が認められ，小中学生に対して参加を促す者
が存在することが分かった．この知見から，教育支
援を体験することによって，支援対象の実態を把握
して，個に応じた働きかけをする変化が期待できる． 

 
5. まとめ 
本研究は，子ども食堂を訪れる小中学生に対して，

大学生が対面とオンラインで教育支援を行い，前後
の変化を分析した．結果，「教育支援のイメージ」は，
教育支援の目的である関係の構築や勉強の機会の提
供と捉えていたが，事後では，支援対象である小中
学生の今後の姿や成長を含んだものへと変化が認め
られた．支援対象となる「児童生徒のイメージ」に
ついて，事前では子ども食堂を訪れる小中学生に対
して抱くイメージを記述していたが，事後では教育
支援を通して得られたイメージが具体的なものとな
った．「支援対象となる児童生徒への対応」について，
事前では小中学生とのかかわりを深めようと考えて
いたが，事後では支援対象の実態を把握し，個に応
じた働きかけを行う変化が期待できた． 
今後，対面とオンラインによる教育支援の差異に

ついて追究することが課題である．具体的には，小
中学生のニーズに対する大学生の理解度や教育支援
の振る舞い方が挙げられる．オンラインによる教育
支援の工夫や在り方を検討することが求められる． 

 
謝辞 

本研究は東京学芸大学「経済的に困難な家庭状況にある

児童・生徒へのパッケージ型支援に関する調査研究プロジ

ェクトの支援を得た． 
 

参考文献 
(1) 文部科学省:“チームとしての学校の在り方と今後の

改善方策について”，https://www.mext.go.jp/b_menu/sh
ingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/0
2/05/1365657_00.pdf（参照日2022.1.18）（2015） 

(2) 竹内美智，山本真由美:“学習支援ボランティア学生
のボランティア活動における学び―心理学履修学生

と教職課程履修学生の違い―”，大学教育研究ジャー

ナル, 14, pp.37-49（2017） 

四国地区 教育システム情報学会 2021年度学生研究発表会

200


	a01-06f



